
●
名
簿
情
報
の
守
秘
義
務

　

名
簿
情
報
の
提
供
先
に
は
、
守
秘
義
務

が
課
せ
ら
れ
、
個
人
情
報
は
適
切
に
管
理

さ
れ
ま
す
。

同
意
確
認
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

平
常
時
か
ら
の
名
簿
提
供
に
は
本
人
の

同
意
が
必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
、
介
護

保
険
要
介
護
認
定
時
や
障
害
者
手
帳
交
付

時
な
ど
に
、「
登
録
申
請
書
兼
個
別
支
援
計

画
作
成
申
請
書
」を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
返
送
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
役
場
福
祉

課
福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
と
は

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
や
、
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
と
き
に
、
自
分
ひ
と
り
で
安

全
に
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
支
援
の

必
要
が
あ
る
人
の
こ
と
で
す
。

●
対
象
者

・
高
齢
者
（
75
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
の

人
、
75
歳
以
上
の
み
の
世
帯
の
人
）

・
介
護
保
険
の
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級
を
持
っ
て
い
る
人

・
療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
、２
級
を

持
っ
て
い
る
人

・
町
の
生
活
支
援
を
受
け
て
い
る
難
病
患
者

・
そ
の
他
災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
人（
妊

産
婦
、
病
弱
者
な
ど
）

※
病
院
・
福
祉
施
設
な
ど
の
入
所
者
に
つ
い
て

は
、
支
援
体
制
が
整
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
別
途
把
握
し
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
と
は

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
避
難
支
援
関
係

機
関
に
提
供
さ
れ
、
安
否
確
認
や
避
難
支
援

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
本
人
の
同
意
が
得
ら

れ
た
人
の
名
簿
は
、
平
常
時
か
ら
地
域
の
支

援
者
に
情
報
提
供
さ
れ
、
災
害
に
備
え
る
た

め
の
資
料
に
な
り
ま
す
（
図
参
照
）。

●
提
供
さ
れ
る
情
報

　

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
、
電
話

番
号
、
避
難
支
援
を
必
要
と
す
る
理
由
、
緊

急
連
絡
先
な
ど
。

災害が発生したときに、高齢者や障害のある人など、自力では避難が
困難な人たちがいます。誰もが安全に避難できるように、町では「大
津町災害時避難行動要支援者支援計画」に基づく避難行動要支援者名
簿を作成しています。皆さんのご協力をお願いします。

災害時の避難に災害時の避難に

支援が必要な人の支援が必要な人の
名簿を作成しています

●問い合わせ　役場福祉課　福祉係　☎096（293）3510

「いのちのバトン」を配布しています

　名簿に登録された皆さんには、「いのち
のバトン（救急医療情報キット）」を無料
配布しています。
　「いのちのバトン」とは、かかりつけの
医療機関や緊急連絡先など、緊急時に必
要な情報を記入した用紙などを入れて、
万が一の救急時に備えるものです。

　冷蔵庫内などに保管し、緊急時に駆け
つけた救急隊などがその情報を救急活動
に使用します。

地域の支援者
・行政区嘱託員
・民生委員・児童委員
・消防団
・自主防災組織
・福祉事業者
・障害者団体
・消防・警察など

・福祉課
・介護保険課
・健康保険課
・地域包括支援センター
・総務課など

情報提供
支援依頼

情報管理
連携協力

支
援
内
容
の
相
談

平
時
の
見
守
り

災
害
時
の
支
援

名
簿
作
成
・
制
度
周
知

情
報
提
供
の
同
意

【図】支援の仕組み

　住民の皆さんへ

不適切な事務処理に対するお詫びと報告
　このたび、大津町において、町の条例で700万円以上の高額な物品、土地などを購入
する場合（土地については、5,000㎡以上）には、議会の議決が必要であるにもかかわ
らず、議会へ議案として提出せずに、事務処理していたことが見つかりました。そのため、
そのほかに同様の事案がないか、過去10年にさかのぼり調査したところ、８件の事案が
あることが判明致しました。

　また、5,000万円以上の工事請負契約の場合には、途中で契約内容を変更した際に、
次の議会に報告が必要になりますが、それを報告していなかった事案が、５件あること
もわかりました。

　そのため、６月の定例議会において、さかのぼって議案として提出し、事務処理の状況、
原因、再発防止策、処分などについて、慎重に審議いただき、議決をたまわりました。
　本来、町行政は、法律や条例などに従い、適正に事務処理を進めるべきところ、その
事務手続きを失念してしまったこのことを、非常に重く受け止め、二度と起こさないよ
うに再発防止に取り組んでまいります。

　また、職員を監督する立場であります特別職職員（町長、副町長）については、その
監督責任を負うとともに、一般職職員のうち、当時の担当部署の部長職については懲戒
処分、当時の担当部署の課長と係長、当時の契約審査部署の課長と係長に対して、指導
上の措置を行いました。

　議会ならびに町民の皆さま、関係者の皆さまに、心より深くおわび申し上げるととも
に、今後、さらなる綱紀粛正の徹底を図り、再発防止と町政の信頼回復に努めてまいり
ます。

■特別職職員の給料の減額措置
　　　　　・町　長　　減給（給料の10分の１を３カ月）
　　　　　・副町長　　減給（給料の10分の１を１カ月）
　
■一般職職員の処分
　　　　　・当時の担当部署の部長　　４人　（戒告処分）
　　　　　・当時の担当部署の課長　　４人　（訓告処分）
　　　　　・当時の担当部署の係長、契約審査部署の課長・係長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　９人　（厳重注意）

平成30年６月11日

大津町長　家入　勲

一人では
避難ができない

避難が必要なときは
知らせて欲しい

避難の時に
不安

災害時避難行動要支援者

町役場
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